
ローマ 5

"ですから、信仰によって義と認められた私たちは、私たちの主イエス・キリストによって、

神との平和を持っています。"

ローマ人への手紙 5 章 1 節

Q1 神様との平和って何？

"私たちがまだ弱かったとき、キリストは定められた時に、不敬虔な者のために死んでくだ

さいました。

正しい人のためにでも死ぬ人はほとんどありません。情け深い人のためには、進んで死ぬ

人があるいはいるでしょう。

しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったこと

により、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。

ですから、今すでにキリストの血によって義と認められた私たちが、彼によって神の怒り

から救われるのは、なおさらのことです。

もし敵であった私たちが、御子の死によって神と和解させられたのなら、和解させられた

私たちが、彼のいのちによって救いにあずかるのは、なおさらのことです。

そればかりでなく、私たちのために今や和解を成り立たせてくださった私たちの主イエス・

キリストによって、私たちは神を大いに喜んでいるのです。"

ローマ人への手紙 5 章 6～11 節

"これらのことはすべて、神から出ているのです。神は、キリストによって、私たちをご自

分と和解させ、また和解の務めを私たちに与えてくださいました。

すなわち、神は、キリストにあって、この世をご自分と和解させ、違反行為の責めを人々

に負わせないで、和解のことばを私たちにゆだねられたのです。

こういうわけで、私たちはキリストの使節なのです。ちょうど神が私たちを通して懇願し

ておられるようです。私たちは、キリストに代わって、あなたがたに願います。神の和解

を受け入れなさい。

神は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私たちが、この方

にあって、神の義となるためです。"

コリント人への手紙 第二 5章 18～21 節

"「このことは、わたしにとっては、ノアの日のようだ。わたしは、ノアの洪水をもう地上

に送らないと誓ったが、そのように、あなたを怒らず、あなたを責めないとわたしは誓う。

たとい山々が移り、丘が動いても、わたしの変わらぬ愛はあなたから移らず、わたしの平

和の契約は動かない」とあなたをあわれむ主は仰せられる。"

イザヤ書 54 章 9～10 節

Q2 アダムとイエス様の関係

"そういうわけで、ちょうどひとりの人によって罪が世界に入り、罪によって死が入り、こ

うして死が全人類に広がったのと同様に、－－それというのも全人類が罪を犯したからで

す。"

ローマ人への手紙 5 章 12 節



"ただし、恵みには違反の場合とは違う点があります。もしひとりの違反によって多くの人

が死んだとすれば、それにもまして、神の恵みとひとりの人イエス・キリストの恵みによ

る賜物とは、多くの人々に満ちあふれるのです。

また、賜物には、罪を犯したひとりによる場合と違った点があります。さばきの場合は、

一つの違反のために罪に定められたのですが、恵みの場合は、多くの違反が義と認められ

るからです。

もしひとりの違反により、ひとりによって死が支配するようになったとすれば、なおさら

のこと、恵みと義の賜物とを豊かに受けている人々は、ひとりのイエス・キリストにより、

いのちにあって支配するのです。

こういうわけで、ちょうどひとりの違反によってすべての人が罪に定められたのと同様に、

ひとりの義の行為によってすべての人が義と認められ、いのちを与えられるのです。

すなわち、ちょうどひとりの人の不従順によって多くの人が罪人とされたのと同様に、ひ

とりの従順によって多くの人が義人とされるのです。"

ローマ人への手紙 5 章 15～19 節

"ところが、彼らはアダムのように契約を破り、その時わたしを裏切った。"

ホセア書 6 章 7 節

"そのようにして、人々はもはや、『主を知れ』と言って、おのおの互いに教えない。それ

は、彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、わたしを知るからだ。－－主の御告げ－

－わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪を二度と思い出さないからだ。」"

エレミヤ書 31 章 34 節

Q3 どうしたら勝利することができる？

"そればかりではなく、患難さえも喜んでいます。それは、患難が忍耐を生み出し、

忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと知っているからです。

この希望は失望に終わることがありません。なぜなら、私たちに与えられた聖霊によって、

神の愛が私たちの心に注がれているからです。"

ローマ人への手紙 5 章 3～5 節

"神に選ばれた人々を訴えるのはだれですか。神が義と認めてくださるのです。

罪に定めようとするのはだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方であ

るキリスト・イエスが、神の右の座に着き、私たちのためにとりなしていてくださるので

す。私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫

害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。"

ローマ人への手紙 8 章 33～35 節

"しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあ

っても、圧倒的な勝利者となるのです。

私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、今あるものも、後

に来るものも、力ある者も、

高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛

から、私たちを引き離すことはできません。"

ローマ人への手紙 8 章 37～39 節



"すべての聖徒とともに、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を

持つようになり、

人知をはるかに越えたキリストの愛を知ることができますように。こうして、神ご自身の

満ち満ちたさまにまで、あなたがたが満たされますように。"

エペソ人への手紙 3 章 18～19 節

"もしひとりの違反により、ひとりによって死が支配するようになったとすれば、なおさら

のこと、恵みと義の賜物とを豊かに受けている人々は、ひとりのイエス・キリストにより、

いのちにあって支配するのです。"

ローマ人への手紙 5 章 17 節

"私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けたので

ある。"

ヨハネの福音書 1 章 16 節


